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概  要 

 

鉛青銅 CAC603（LBC3）の代替材料として工業的に使用できる、耐焼付性

の高い鉛フリー組成の鋳造用銅合金 

鋼と鋳造接合したバイメタル部品として供給可能 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

合金元素により共析変態を利用した金属組織の制御を行い、α銅と銅スズ系金

属間化合物がパーライト状に積層した共析組織（図１）を鋳放しで多量に出現

させた。本開発合金は金属組織の形態的特徴により、鉛青銅 LBC3 を上回る

耐焼付性と耐摩耗性を示すとともに快削性を持っている。 

本技術の 

有用性 

硬さの違う相が積層した共析組織では、焼付特性が微視的に異なるので初期焼

付段階で焼付領域の拡大伝播が阻害される。これに加え、柔軟なα銅が回転軸

とのなじみ性を高め、硬い金属間化合物が耐摩耗性を高めるという積層構造の

持つ形態的特徴により、優れた摩擦摺動特性を発揮している。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

 

 

  図１ 層状共析組織 

適用可能製品 
鉛青銅鋳物 LBC3 代替合金、産業機械用軸受等の高面圧高速摺動部材用途の鋳造

用銅合金、アキシャルピストン型油圧ポンプ用シリンダブロック 
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鉛青銅を凌ぐ耐焼き付き性を鉛フリー組成で実現 

鉛フリー軸受銅合金、バイメタル摺動部材の開発 


